
演題：「トランプ政権とアメリカの行方」

日時：5月19日（金） 14時40分～16時10分

関西大学 外国語学部
http://www.kansai-u.ac.jp/fl/index.html

関西大学 外国語学部
客員教授講演会

東京外語大卒。１９７６年共同通信社入社、
論説委員長を務め、２０１５年から現職。

著書に『トランプ現象とアメリカ保守思想』（左
右社）『増補改訂版 追跡・アメリカの思想家
たち』（中公文庫）『戦争を始めるのは誰か』
（講談社新書）など、訳書にフランシス・フク
ヤマ著『政治の起源』『アメリカの終わり』（い
ずれも講談社）などがある。アメリカ思想・政
治に関する論文多数を『中央公論』『フォー
サイト』などに発表。米誌The American 
Interestに定期的に寄稿している。

「アメリカ第一主義」を掲げて発足したトランプ政権はアメリ

カをどこへ向かわせているのでしょうか。日米関係をはじめ、

世界とアメリカの関係はどうなるのでしょうか。政権を生んだ

国内的背景、政権を内部から支える閣僚たち、外部から支える

右翼団体や保守思想家たち。それらの錯綜する状況を分析し、

アメリカと世界の今後を一緒に考えてみましょう。

場所：第１学舎５号館E４０２

講演：会田 弘継氏
青山学院大学地球社会共生学部教授
共同通信社客員論説委員


